
第37回浜田市農業委員会総会会議議事録
平成30年2月23日　午前 9 時 30 分
浜田市役所　4階講堂　Ａ Ｂ Ｃ
1． 出席委員
１番　原田　義一　　２番　岡田　　勝　　３番　廣瀨　康友　　４番　近重　良治
５番　林　　秀司　　７番　欠　員　　　　８番　小川　明人　　９番　佐々岡常喜
１０番　大谷　数義　１１番　齋藤　久行　１３番　小谷　保雄　１４番　岡本　健治
１５番　小松原常雄　１６番　三浦　寿紀　１７番　狹間　延雄　１８番　松山　純久
１９番　欠員　　　　２０番　川方　耕治　２１番　岡堂　正顯　２２番　三明多佳志
２３番　原田　和義　２４番　神田　　進　２５番　岡本　嗣喜　２６番　宮﨑　龍生
２７番　渡辺　弘之　２８番　大屋　　幸　２９番　渡邉　弘登　３０番　三浦　博文
３２番　野上　省三　３４番　玉田　　一　３５番　垰本　徹夫　３６番　徳田マスヱ
３７番　岩田　　功
2． 欠席委員
１２番　橋本　安延　委員　３１番　岩地　正男　委員
６番　三浦　万人　委員　３３番　佐々木京子　委員
３.事務局出席職員

河野農地係長、

農林振興課　　岡本嘱託
会　　長　　　おはようございます。今日の総会は辞令をもらってから3年目でございます。今月を持ちまして任期満了という事になりまして、来月からは新しく農業委員及び最適化推進委員が決まって、それぞれの行動を起こすという事になる訳でございます。この度を持ちまして、お辞めになられます農業委員の方につきましても、今後とも委員のように農業の発展のためにご尽力をお願い致したいという風に思う訳でございます。また、それぞれ農業委員なり最適化推進委員等の事につきましては、後ほど事務局の方から詳しくご説明を伺おうと思いますので、それによりお願いをいたしたいと思っています。それではただいまから第36回浜田市農業委員会総会を開催いたします。

本日の欠席は、
６番　三浦　万人　委員、　１２番　橋本　安延　委員、
３１番　岩地　正男　委員、　３３番　佐々木京子　委員
以上4名の方から欠席の届出が出ております。
本日の議事録署名者は、
２０番　川方　耕治　委員、　２１番　岡堂　正顯　委員です。
よろしくお願いいたします。
会　　長　　　議事に入ります前に、事務局の方から発言を求めておりますのでこれを許可
します。お願いします。
事 務 局　　　農業委員会事務局の柴田主任主事についてでございますが、体調不良により、
7月頃より休暇されていましたが、2月より復帰をされました。そして、選挙管
理委員会の方へ2月1日付けで異動となりましたので、一応皆様にご報告させて
いただきます。

会　　長　　　では、議事に入ります。
議第１号、農用地利用集積計画の策定について議決を求めます。

それでは事務局の説明をお願いします。

事 務 局　　　農業経営基盤強化促進法、第18条第1項の規定により、農用地利用集積計画の

策定について審議のうえ、農業委員会の議決をいただきたいと思います。お手
元の方に農用地利用集積計画案と利用集積一覧表をお配りしておりますので、
そちらをご覧ください。農用地利用集積計画案についてですが、農業者の皆さ
まからの申し出に基づいて計画の方を策定しております。今回、申し出のあり
ました利用権設定は、23件、63筆、85,530㎡となっております。また、農地保
有合理化事業で所有権移転が1件、1筆、468㎡となっております。申し出のあり
ました利用権設定につきましては、農業経営基盤強化促進法の第18条第3項の各
要件を満たしていると考えております。公告日は2月28日を予定しており、利用
権設定については開始日を3月１日以降としております。農用地利用集積計画案
については以上でございます。ご審議の程よろしくお願いいたします。
会　　長　　　以上で事務局の説明が終りました。皆様方の中で、何かご意見ご質問等がご
ざいましたらご発言願います。
第 32 番　　　（野上　省三　委員）
　　　　　　　32番、野上です。2ページの⑤ですか、移転を受ける人の面積が0（ゼロ）に
なっていますが、こういう事があるのですか。その他にもいくつか0（ゼロ）と
言うのがあるようですが…。
会　　長　　　事務局からお願いします。
事 務 局　　　はい。この方は金城の方なのですが、定年になられて最近こちらに帰ってこ
られた方でして、新しく農業を実施したいという風に考えておられる方でござ
います。尚、家の前の耕作が放棄されたようなところを、自分で何とか補助金
等がもしあれば、そう言ったのを使いながらでも開墾といいますか、直しなが
ら本気で農業をやろうと言っておられる方なので、今のところ0（ゼロ）ですけ
れども、今後増やされて行かれるのではないかと思っておりますし、借りるこ
とについては、別段、農業をしている人でなければならないとかいう事はあり
ませんので、借りたところでキチンと作ってもらえるのであれば問題はないと
考えております。
会　　長　　　野上委員、よろしいでしょうか。（はい。）
その他、ございますでしょうか。
無いようですので、採決に入りたいと思います。
今回の農用地利用集積計画案につきまして、ご承認いただける方の挙手をお
願いします。

委　　員　　　～全委員　挙手～
会　　長　　　ありがとうございました。それではご承認いただきましたので、そのように
処理いたします。

会　　長　　　続きまして、議第2号農地法第3条の規定による許可申請について、事務局の説明をお願いします。
事 務 局　　　農業委員会等に関する法律第6条第1項第1号の規定により、農地の所有権

移転や農地の転用などの審議をお願いします。

それでは、農地法第3条申請についてご説明いたします。農地法第3条申請
では、農地を耕作目的で売買、貸借、贈与など、所有権の移転や使用収益権の
設定、移転などについて審議いただきます。総会資料3ページからになります。
また、別冊の『総会案件現況写真』及びA3版『転用等案件箇所一覧』もご覧く
ださい。
1号について説明します。申請地は、資料4ページ、図面番号①をご覧くだ
さい。申請地は、内田町の畑、外1筆の畑です。場所は、浜田市立美川小学校
から約820m北東の、上内田町内です。この申請は、譲受人が無償で申請地を取
得するものです。このたびの申請地とあわせて譲受人の耕作面積は35ａ余りと
なり、下限面積基準を満たしております。
続きまして2号について説明します。申請地は、資料5ページ、図面番号②
をご覧ください。申請地は、旭町今市の田、外3筆の田です。場所は旧今市小
学校から約220m北西の、下城行政区です。この申請は、譲受人が無償で申請地
を取得するものです。このたびの申請地とあわせて譲受人の耕作面積は61ａ余
りとなり、下限面積基準を満たしております。
続きまして3号について説明します。申請地は、資料6ページ、図面番号③
をご覧ください。申請地は、横山町の畑、外2筆の田畑です。場所は浜田市立
美川公民館西分館から約1.1km南西の、横山町上町内です。この申請は、譲受
人が無償で申請地を取得するものです。このたびの申請地とあわせて譲受人の
耕作面積は114ａ余りとなり、下限面積基準を満たしております。なお、この農
地は昭和25年から譲受人が借りており、耕作しているもので、畑につきまして
は、現在耕作していませんが、今後耕作するとの確認を取っております。
続きまして4号について説明します。申請地は、資料７ページ、図面番号④
をご覧ください。申請地は、金城町小国の田、外3筆の田畑です。場所は浜田
市立小国公民館から約80m南東の、小国郷です。この申請は、譲受人が無償で
申請地を取得するものです。このたびの申請地とあわせて譲受人の耕作面積は
114ａ余りとなり、下限面積基準を満たしております。また、取得後のすべて
の農地を利用すること、労働力、地域との関係などをみても問題なく、不許可
要件である農地法第3条第2項各号には該当しないため、許可相当であると考
えます。
農地法第3条申請については、以上4件です。
会　　長　　　ただ今、事務局から第3条申請についての説明がありました。担当委員から
補足説明がありましたらお願いします。

1号につきましては、本日、三浦委員が欠席のため、事務局の方からお願いし
ます。
事 務 局　　　三浦委員と現地確認をしており、問題ないと聞いております。

会　　長　　　2号につきまして、26番、宮﨑委員お願いします。
第 26 番　　（宮﨑　龍生　委員）
　　　　　　　26番、宮﨑です。只今、事務局の方から説明がありました通り、何ら問題は
ないと思いますのでよろしくお願いいたします。
会　　長　　　3号につきまして、35番、垰本委員お願いします。
第 35 番　　（垰本　徹夫　委員）
　　　　　　　35番、垰本です。2月16日に事務局と現地確認を致しました。事務局もおっ
しゃられる様に、多少荒れ地にはなっておりますが、今後耕作していただくと
いう事で大丈夫だろうと思いますのでよろしくお願いいたします。以上です。
会　　長　　　4号につきまして、23番、原田委員お願いします。
第 23 番 　　（原田　和義　委員）
　　　　　　　23番、原田です。先日19日、事務局と現地を確認しました。写真をご覧のよ
うに真っ白です。30cmくらいの雪がありました。ところが、境になるところは
盛り上がっていて大体の確認が出来ました。この譲受人は、以前から利用権設
定をされて耕作をされていましたので、何ら問題はないと思われますので、よ
ろしくお願いいたします。
事 務 局　　　すみません。先ほど、資料の説明の際に3条の4号で下限面積を、114ａと言
いましたが、資料に書いてありますように、1662ａくらいですのですみません
訂正しておきます。
会　　長　　　以上で、第3条申請について全ての説明が終わりました。皆様方から何かご
意見やご質問がございましたらお願いします。
第  8 番　　（小川　明人　委員）
　　　　　　8番、小川です。今説明があった2号3号4号ですが、これら全て無償でという
事ですが、これは親戚とか何か因果関係があるのでしょうか。
会　　長　　　事務局なり、担当委員なりお判りになればお願いします。
事 務 局　　　はい。2号につきましては親子でございます。母親名義のものを実際には息子
さんが帰ってこられて耕作をされているという事で、一応息子さん名義にする
という事でございます。少し前までは、農地法では家族単位での申請、同居の
世帯の人の農地でしたら家族の農地でしたが、それが改正されまして、同一世
帯でなくても耕作をされていれば、それも面積にカウントして良いという事に
なりましたので、基本的には今現在、この方は面積が0（ゼロ）で無いのですが、
今回買う事で下限面積はクリアできるという事でございます。これは、親から
子への移転という事です。3号につきましては、おそらく親戚か何かだという風
に聞いております。4号につきましては、これは○○○○なので親戚ではないか
と思われますが、委員さんの方で何かわかれば…（委員：甥っ子ですの声）…
甥っ子だそうです。ですので、無償なのだと思われます。ちなみに3号は昭和
25年から毎年、賃借料を払っていたそうですが、今回無償で譲ってもらうとい
う事になったようです。
会　　長　　　小川委員、よろしいでしょうか。（はい。）

その他、ございませんか。
第 26 番　　（宮﨑　龍生　委員）
26番、宮﨑です。先ほどの○○さんのところで、事務局から説明があったの
で私も納得したのですが、本人に農地がないものを、とにかく手伝っていたら
良いという事は、その配位と言いますか、親戚関係だとか投資なしだとかが何
かあるのでしょうか。もう少し詳しく教えていただきたいと思います。
事 務 局　　　すみません、はっきりと私も覚えていないのですが、通常は下限面積の計算
をする時は、先ほども言いました様に家族、同居の家族の単位、6親等までとか
あるのですが、家族単位で農地があれば家族の人が新しく農地を買う事が出来
るということですが、その辺が下限されまして、同じ家ではなくても実際に耕
作をされていれば、その面積もカウント出来るという事です。これは親子です。
第 26 番　　（宮﨑　龍生　委員）
　　　　　　　相続の関係が出るのではないですか。
事 務 局　　　相続の関係は出ると思います、生前贈与になりますので。通常は、亡くなら
れてからでないと贈与できません。まぁ、息子さんとかが外に出られていて、
お父さんが生きておられる内は相続は出来ません。が、戻ってきてちゃんと農
業をされているという事であれば、権利があるという事になると思います。
会　　長　　　宮﨑委員、いかがでしょうか。
第 26 番　　（宮﨑　龍生　委員）
　　　　　　　まぁ、今日の場合は結構ですが、もう一度はっきりとした事を勉強されて皆
さんにお伝えになった方が良いのではないかと思いますがね。これは、大きな
問題で皆さんも知っておかれないと困る問題だと思います。よろしくお願いい
たします。
会　　長　　　事務局どうぞ。
事 務 局　　　はい。ちょうどと言いますか、来週には辞令交付等でまた集まっていただく
事になっておりますので、その時に農地法の関係の説明を若干させていただき
たいと思っておりますので、その時までにもう一度勉強して皆さんにお伝えで
きれば良いなと思います。すみませんでした。
会　　長　　　宮崎委員、そう言う事ですので、しばらく待ってあげていただきたいと思い
ますが、よろしいでしょうか。（はい。）
その他、ございませんでしょうか。
無いようですので、採決に入らせていただきます。
第3条申請についてご承認いただける方の挙手をお願いします。

委 　 員　　　～挙手　多数～
会　　長　　　ありがとうございました。以上で農地法第3条申請、4件につきましては承認
されましたので、そのように処理をいたします。
会　　長　　　続きまして、議第3号農地法第4条の規定による許可申請について、事務局
の説明をお願いします。
事 務 局　　　それでは、農地法第4条申請についてご説明いたします。農地法第4条申請
は、農地の所有者など権利を有する者みずからが、農地以外の住宅や駐車場、
資材置き場などの用途に転用したいというものです。

１号について説明します。申請地は、資料9ページ、図面番号⑤をご覧くだ
さい。申請地は旭町本郷の畑、外1筆の畑です。場所は、本郷生活改善センタ
ーから約420m西の、下本郷行政区です。申請地は、農用地区域外、都市計画区
域外の地域で、第2種農地に該当します。当該申請の転用目的は、申請地を墓
地及び進入路にするものです。周囲は自己所有地であり、周囲に農地はなく、
他の農地への影響はないものと思われます。
続きまして2号について説明します。申請地は、先ほどと同じ資料9ページ、
図面番号⑤をご覧ください。申請地は、旭町本郷の畑です。場所は、本郷生活
改善センターから約420m西の、下本郷行政区です。申請地は、農用地区域外、
都市計画区域外の地域で、第2種農地に該当します。当該申請の転用目的は、
申請地を宅地造成するもので、申請地がすでに宅地に転用されており、始末書
の提出がありましたので、総会資料10ページに掲載しています。他の農地への
影響はないものと思われます。
続きまして3号について説明します。申請地は、資料11ページ、図面番号⑥
をご覧ください。申請地は、旭町丸原の田です。場所は、島根あさひ社会復帰
促進センターから約1.7km西の、丸原町行政区です。申請地は、農用地区域内、
都市計画区域外の地域で、農用地区域からの除外については島根県と協議済で
す。除外後の農地区分は第2種農地に該当します。当該申請の転用目的は、申
請地に墓地を設置するものです。他の農地への影響はないものと思われます。

続きまして4号について説明します。申請地は、資料12ページ、図面番号⑦
をご覧ください。申請地は、河内町の田です。場所は、浜田自動車教習所から
約400m北の、河内町内です。申請地は、農用地区域内、都市計画区域外の地域
で、農用地区域からの除外については島根県と協議済です。除外後の農地区分
は第2種農地に該当します。当該申請の転用目的は、申請地を倉庫・車庫及び
通路にするものです。なお、申請地がすでに倉庫等に転用されており、始末書
の提出がありましたので、総会資料13ページに掲載しています。周囲に農地は
なく、他の農地への影響はないものと思われます。
続きまして5号について説明します。申請地は、資料14ページ、図面番号⑧
をご覧ください。申請地は、金城町七条の畑です。場所は、石央森林組合すぐ
前の若林町内です。この申請は、すでに平成20年に農業用施設（通路・集出荷
施設等）で申請されたものですが、その時の申請の面積が若干違っていたため、
今回正しい面積で申請し直したものです。なお、ここの転用施設につきまして
は、島根あさひソーシャルサポートセンターが訓練生の刑務作業に使っておら
れると言う場所でございます。
農地法第4条申請については、以上5件です。
会　　長　　　ただ今、事務局から第4条申請についての説明がありました。担当委員から
補足説明がありましたらお願いします。

1号につきまして、25番、岡本委員お願いします
第 25 番　　（岡本　嗣喜　委員）
　　　　　　　25番、岡本です。現地確認も行っております。先ほどの事務局からの説明の
通りでございます。始末書も添付されておりますが、昭和63年に宅地造成され
ております。その時には、その時の工事の状況で、ここが適正な境界線だと認
識されていましたけれども、今回墓地及び進入路についての再測量をしたとこ
ろ、少しばかりズレていたという事でありましたので、どうかよろしくお願い
いたします。以上です。
会　　長　　　岡本委員、2号も同じでしたね。
第 25 番　　（岡本　嗣喜　委員）
　　　　　　　はい、2号も一緒です。
会　　長　　　3号につきまして、26番、宮﨑委員お願いします。
第 26 番　　（宮﨑　龍生　委員）
　　　　　　　26番、宮﨑です。事務局から説明があった通りです。よろしくお願いいたし
ます。以上です。
会　　長　　　　4号につきまして、24番、神田委員お願いします
第 24 番　　（神田　　進　委員）
　　　　　　　24番、神田です。ただいま、事務局から説明がありました通りでございます。
よろしくお願いします。
会　　長　　　5号につきまして、21番、岡堂委員お願いします
第 21 番　　（岡堂　正顯　委員）
　　　　　　　21番、岡堂です。先日、現地確認をしまして周囲に何の影響もありませんの
でよろしくお願いします。
会　　長　　　以上で、第4条申請について全ての説明が終わりました。皆様方から何かご
意見ご質問がございましたらお願いします。ございませんか。

それでは質疑を打ち切り、採決に入ります。

第4条申請についてご承認いただける方の挙手をお願いします。
委 　 員　　　～挙手　多数～
会　　長　　　ありがとうございました。以上で農地法第4条申請については承認されまし
たので、そのように処理をいたします。
会　　長　　　続きまして、議第4号、農地法第5条の規定による許可申請について、事務
局の説明をお願いします。
事 務 局　　　それでは、農地法第5条申請についてご説明いたします。農地法第5条申請
は、農地の所有者など権利を有する者から他の者が権利を取得して、農地以外
の用途に転用したいというものです。

1号について説明します。申請地は、資料16ページ、図面番号⑨をご覧くだ
さい。申請地は、下有福町の畑です。場所は、市立国府公民館有福分館から約
240m北の、下有福東町内です。申請地は、農用地区域内、都市計画区域外の地
域で、農用地区域からの除外については島根県と協議済です。除外後の農地区
分は第2種農地に該当します。当該申請の転用目的は、申請地を車庫・進入路
にするもので、他の農地への影響はないものと思われます。
続きまして2号について説明します。申請地は、資料17ページ、図面番号⑩
をご覧ください。申請地は、内村町の畑です。場所は、浜田市美川浄水場から
約560m南の、内村町松羽町内です。申請地は、農用地区域内、都市計画区域外
の地域で、農用地区域からの除外については、島根県と協議済です。除外後の
農地区分は第2種農地に該当します。当該申請の転用目的は、申請地に個人住
宅を建設するもので、他の農地への影響はないものと思われます。なお、すで
に工事の方に入っておられましたので、始末書の提出をしていただきましたの
で、資料18ページの方に添付しております。
続きまして3号について説明します。申請地は、資料18ページ、図面番号⑪
をご覧ください。申請地は、旭町今市の畑です。場所は浜田市旭支所から約1km
南東の、神代屋行政区です。申請地は、農用地区域外、都市計画区域内の用途
指定なしの地域で、第2種農地に該当します。当該申請の転用目的は、申請地
に補装具製作所を建設するもので、申請地がすでに宅地に転用されており、顛
末書の提出がありましたので、総会資料20ページに掲載しております。他の農
地への影響はないものと思われます。
続きまして4号について説明します。申請地は、資料21ページ、図面番号⑫
をご覧ください。申請地は、旭町丸原の田です。場所は島根あさひ社会復帰促
進センターから約780m西の、後谷行政区です。申請地は、農用地区域内、都市
計画区域外の地域で、農用地区域からの除外については島根県と協議済です。
除外後の農地区分は第2種農地に該当します。当該申請の転用目的は、申請地
に個人住宅を建設するものです。周囲は自己所有地であり、他の農地への影響
はないものと思われます。
続きまして5号について説明します。申請地は、資料22ページ、図面番号⑬
をご覧ください。申請地は、内田町の田です。場所は浜田市立美川小学校から
約700m北東の、下内田2町内です。申請地は、農用地区域内、都市計画区域内
の用途指定なしの地域で、農用地区域からの除外については島根県と協議済で
す。除外後の農地区分は第2種農地に該当します。当該申請の転用目的は、申
請地を貸駐車場にするものです。周囲に農地はなく、他の農地への影響はない
ものと思われます。
農地法第5条申請については、以上5件です。
会　　長　　　ただ今、第5条申請についての説明がありました。担当委員から補足説明が
ありましたらお願いします。
１号につきまして、4番、近重委員お願いします。
第  4 番　　（近重　良治　委員）
　　　　　　　4番、近重です。ここは畑で、この方が借りて作っておられたのですが、どう
もこの家に入る道がないという事で、そこを何とか車を入れたいという事で、
これを転用して車を入れさせていただきたいという事で話がまとまったようで
ございます。そういう事でご了解をお願いいたします。
会　　長　　　2号、5号につきましては三浦委員ですが、本日欠席のため、事務局から説明
をお願いします。
事 務 局　　　2号、5号とも三浦委員と現地確認をして、問題ないと聞いておりますので報告します。
会　　長　　　3号、4号につきまして、26番、宮﨑委員お願いします。
第 26 番　　（宮﨑　龍生　委員）
　　　　　　　26番、宮﨑です。ただ今、事務局からご説明があった通りでございます。3
号は顛末書も書いて出ておりますので、これは過去に土地の交換の約束をされ
ていたようですが、登記がされていなかったという事で、これを正しいものに
今回戻したいという事でしたのでよろしくお願いします。それと4号ですが、
これは○○○○の○○が住む家の近くですが、個人住宅を建てて生活したいと
いう事なので、ひとつよろしくお願いいたします。
会　　長　　　以上で、第5条申請について全ての説明が終わりました。皆様方から何かご
意見ご質問がございましたらお願いします。
第 16 番　　（三浦　寿紀　委員）
　　　　　　　16番、三浦です。3号のところで顛末書が添付してありますけれども、提出
の日にちが未記入なのですが、こう言う書類でよろしいのでしょうか。
事 務 局　　　はい。すみません、確認漏れでございます。日付はちゃんと入れてもらわな
いといけないです。あの、一応申請日が2月13日ですので、すみません13と
記入していただけたらと思います。以上です。
会　　長　　　三浦委員よろしいでしょうか。（はい。）
その他、ございませんか。
第 37 番　　（岩田　　功　委員）
　　　　　　　37番、岩田です。ちょっと聞いてみますけど、4号でですね個人住宅を建て
られる図面を見ると、田んぼはもの凄く大きな田んぼになっているんですけ
ど、これ○○○○と言う田んぼが○○しかないんですか？
会　　長　　　事務局お願いします。
事 務 局　　　はい。○○○○はですね、この赤印を文筆されております。ですので、元の
地番は○○○○か何かだと思うのですが、最近ここに家を建てるところだけを
文筆しているという事でございます。
第 37 番　　（岩田　　功　委員）
　　　　　　　あぁ、そうですか分かりました。さっき、4条の3号のところでも墓を建てら
れる…墓地をやりたいと言うのがありましたよね。これも、○○で墓地と書い
てありますが、見るとこれだけ…○○が田と言うのは、横の平らなところはど
うなっているのだろうと、ちょっと思いましたから聞いてみました。
事 務 局　　　基本的に転用される場合は、必要な面積だけを文筆して、他はまだ農地で残
して転用してください。という風に指導しておりますので、だいたい文筆をさ
れてから転用される方が多いです。
第 37 番　　（岩田　　功　委員）
　　　　　　　分かりました。
会　　長　　　その他、ございませんでしょうか。
第  8 番　　（小川　明人　委員）
　　　　　　　8番、小川です。5条の5号ですが、地番はどちらが正しいのですか？写真と
違います。
会　　長　　　事務局お願いします。
事 務 局　　　こちら、資料の方が正しいです。すみません、写真の方が地番が違っており
ます。大変すみません。訂正の方お願いいたします。
会　　長　　　小川委員よろしいでしょうか。写真の方を訂正してくださいという事です。
（はい。）
第 34 番　　（玉田　　一　委員）
　　　　　　　すみません。二つあって、一つは今、小川委員がご指摘された通りなので置
きますが、もう一つ2番…2号の方ですが本冊の方は駐車場及び通路となってい
ますが、写真の方は個人住宅と書いてあるのですけど、どちらになさるのが本
当なのでしょうか。まぁ確認でございます。
会　　長　　　事務局の方でお願いします。
事 務 局　　　すみません。2号、○○さんの分は、これは個人住宅でございます。すみませ
ん。資料の方が駐車場及び通路になっておりますが、個人住宅…15ページの2
号ですね、賃貸借の件でございますが個人住宅が正しいです。すみません。
会　　長　　　玉田委員よろしいでしょうか。（はい。）
その他、ございませんでしょうか。若干、訂正等あるようでございますが、
それぞれ直していただきながら進めてくださいませ。ございませんか。
ないようですので、採決に入りたいと思います。

第5条申請につきましてご承認いただける方の挙手をお願いします。

委 　 員　　～挙手　多数～
会　　長　　　ありがとうございました。以上で農地法第5条申請については、5件ありまし
たが、全て承認されましたので、そのように処理をいたします。
会　　長　　　続きまして議第5号、転用統制外証明願について事務局の説明をお願いします。

事 務 局　　　それでは、転用統制外証明願、いわゆる非農地証明願についてご説明いたし
ます。非農地証明は、登記簿上の地目は田や畑などの農地であっても、農地法
が施行された、昭和26年以前から農地以外の用途で利用されてきたもの、自然
災害により被災、埋まってしまったもの、自然荒廃や耕作放棄により概ね20年
以上放置し、再び農地として利用される可能性の無いものなどに対して農業委
員会が認めて交付されるものです。地目変更登記申請などに必要な証明です。
１号について説明します。資料は24ページ、図面番号⑭をご覧ください。申
請地は、下府町の畑、外1筆の畑です。場所は、県立浜田養護学校から約800m
南の、下府町5町内です。当該申請地は、昭和56年9月より耕作放棄され、現
在は原野化しています。
続きまして2号は、資料25ページ、図面番号⑮をご覧ください。申請地は、
三隅町河内の畑、他1筆の畑です。場所は老人保健施設アゼーリ水澄みから約
1km南東の、上河内町内です。当該申請地は、年月日不詳より耕作放棄され、現
在は山林化しております。
転用統制外証明願は、以上2件です。
会　　長　　　ただ今、事務局から転用統制外証明願についての説明がありましたが、担当
委員から補足説明がありましたらお願いします。
1号につきまして、22番、三明委員お願いします。
第 22 番　　（三明多佳志　委員）
　　　　　　　22番、三明です。事務局の説明の通りですのでよろしくお願いします。
会　　長　　　2号につきまして、34番、玉田委員お願いします。
第 34 番　　（玉田　　一　委員）
　　　　　　　34番、玉田です。2月の19日の日に事務局と一緒に見させていただきました。
説明のあった通りでございますが、写真でご覧になられるとお分かりになりま
すように、もうすでに山林になっておりますのでやむを得ないと思います。よ
ろしくお願いいたします。
会　　長　　　以上で、転用統制外証明願についての説明が全て終わりました。皆様方から
何かご意見ご質問がございましたらお願いします。ございませんか。

無いようですので、採決に入ります。
転用統制外証明願につきまして、ご承認いただける方は挙手をお願いしま
す。
委 　 員　　　～挙手　多数～
会　　長　　　ありがとうございました。以上で転用統制外証明願については承認されまし
たので、そのように処理をいたします。

会　　長　　　続きまして、協議、報告事項について事務局の説明をお願いします。
事 務 局　　　それでは続きまして、認定電気通信事業者等が行う農地転用届についてご報
告いたします。
１号は、資料27ページ、図面番号⑯をご覧ください。届出地は、旭町丸原の
田です。場所は、島根あさひ社会復帰促進センターから約130m南東の、岩地谷
行政区です。この届出は、平成30年5月1日から平成30年6月30日までを工
事期間として、携帯電話の基地局を増設設置するというものです。
続きまして農業用施設に供する届出について報告いたします。農業用施設に
供する届とは、自己の所有する農地を農道やため池、200㎡未満の畜舎、農業用
倉庫などの農業用施設に転用する場合、第4条転用許可を受けなくても農地転
用できるというものです。
１号について説明します。資料29ページ、図面番号⑰をご覧ください。届出
地は、三隅町下古和の田です。場所は、黒沢公民館から約2km北東の、黒沢4
区です。この届出は、届出地に農機具倉庫を増築するというものです。
以上、報告いたします。
会　　長　　　その他、事務局からありましたらお願いします。

事 務 局　　　今回は別添、事務連絡と言うものは付けておりませんが、１点目でございま
す。大変遅くなり申し訳なく思っておりますが、皆様の方に3月1日の9時及び10
時から、辞令交付したい旨の案内文書を入れておりますのでご確認をしていた
だきたいと思っております。一応、予定的に作成中ですが、3月1日（木）9時よ
り市長の方から、こちらの場所で農業委員の方につきましては、辞令の交付を
していただく事になっております。それからその後すぐ、第1回の臨時総会の方
に入らさせていただきまして、会長・会長代理の選任、議席の決定等をしたい
と考えています。その後、約1時間後の10時から推進委員の皆様に来ていただき
まして、新会長からの委嘱をしたのち、農業委員・推進委員の担当地区を決め
てもらいたいと考えています。推進委員につきましては、担当地区を決めた上
で応募していだだいておりますが、農業委員は応募の時点では担当地区が決ま
っておりませんので、今度の総会で担当区域を決めていただいて、農業委員と
推進委員で一つのグループという風な形でこれから進めて行きたいという風に
考えております。中身についてはまだ、きちんと決めておりませんけれども、
どこの市町村もやはり地区で決めたりしておられますが、やはり農業委員、推
進委員がセットでやっておられます。ですので、当面以前からお話をしており
ますように、推進委員にも総会に出ていただきたいと考えておりますし、今、
事務局の方で考えているのは農業委員の隣に推進委員が座ってもらうような形
で行ければ良いかなと思っております。議席の順番は、農業委員はくじ引きで
決めますので、1番、2番…と言う形になると思いますが、その間に推進委員が
入っていただくという風な形の席順で当面の間は進めて行きたいと考えており
ます。中身につきましては、また皆様と協議をしながら、今後少しずつでも決
めて行ってやって行きたいと考えておりますが、今、3月議会の関係もありまし
て、議会の方でも農業委員、推進委員の業務についてどの様な形でするのかと
意向を報告するようにと言っておられますが、まだなかなか決めてはおりませ
んけれど、基本的には事務局の考えといたしましては、現時点では先ほども言
いました二人一組なりのグループになっていただいて、農地の現場確認を二人
でしていただくと言う形を考えております。農地パトロールも8月からやってく
ださいという事ではございますが、その辺りの分も二人で…極端な話では1年を
かけて少しずつでも見て行っていただくという風な形のものでやっていただけ
れば一番良いのかなと思っておりますし、今後他の部署、特に中間管理機構の
植本さんもそうですが、支援センターの方で担い手、認定農業者、認定新規就
農者の関係の仕事をされております。今後は、そういう方に農地を集積すると
いう様な業務が出てきますので、まだ具体的には分かりませんけれども、そこ
とも一緒になってやって行かなければならないのではないかと思っております
し、農林振興の方では、協定農地の確認と言うものを職員の方がやっておりま
す。協定農地が荒れているかどうかや荒れていなくても保全管理になっている
かといった確認作業をされといるところでございますが、こういったものを今
度は一緒になって、農業委員、推進委員にもやっていただければよいのかなと
思っております。初めから全部とはなかなか行かないとは思いますので、出来
るところからやって行かなければと思っております。出来るところからやって
いくのですが、今度は最適化の業務が出たという事で、国の方はやれば1日6,000
円の交付金を追加するという事になっています。一応、浜田市の方では時間で
カウントをしていきたいと考えています。この総会に出たと言うのはカウント
にはなりません。あくまでの遊休農地の解消等の事業、それから農地の集積の
何らかの業務をすれば、1日1ヶ月6,000円を農業委員会に出すという事にしてお
ります。以前もお話しましたが、今度浜田市の農業委員会では、活動した時間
を毎月提出していただいて、その時間に応じてお金をお支払いしたいという風
に思っております。当日また資料は配布しますが、何時から何時までどういう
活動をしたと言ったものを細かく記録しておいていただく必要があります。そ
れが活動実績になる訳ですが、とにかく活動すれば成果が出ても出なくても、
国の方からは1日1ヶ月6,000円を12ヶ月、農業委員会にいただけるという事にな
っております。中にはすごく沢山活動される方、中にはあまり活動されない方
が出るかと思いますが、そこはもう時間で出します。なので、とにかくきちん
と細かく記録して頂くことが必要になってきます。それから成果割と言うもの
がありまして、これも市の農業委員会に一括して交付されるものでございます
が、遊休農地が解消されたり、担い手への集積がされればお金が出ると言うも
のでございます。今、試算では浜田市は、26ヘクタールでしたかね…年間、試
算をすれば、一人1カ月、14,000円の金額を全員に出しますと言う言い方をして
おります。荒廃農地につきましては、36ヘクタール解消されれば、浜田市の方
に1カ月、14,000円を12カ月分出しますという風な事で、その面積に応じて、
100％から130％ぐらいの差があるのですが、最高で行けば1カ月、40,000円くら
い…まぁ、これはちょっと無理だと思いますが、40,000円分くらいが更に追加
になります。6,000円と40,000円となると、45～6,000円更に追加が毎月出来る
という様な仕組みを国の方は作っていますので、とにかく頑張ってくださいと
言う事ですので、その辺りもご説明したいと思っておりますので、まずは活動
をされた場合には、こまめに記録を取っておいていただきたいと思っておりま
す。臨時総会につきましては、ご連絡が大変遅くなりましたが、3月1日という
事でお集まりいただければと思っております。
事務局からは以上です。
会　　長　　　今、事務局の方から、3月1日の事についてありましたが、何かご意見等ござ
いますでしょうか。
第 16 番　　　（三浦　寿紀　委員）
　　　　　　　先ほど、推進委員の総会に出席を求められたと聞いたのですが、推進委員は
発言することは、前に講習会で聞いたときには出来ないのではないかと言う印
象を、私は受けたのですが発言は可能なのですか。
事 務 局　　　発言…意見を言う事はできます。発言しても良いという事になっております。
しかし、議決権…最後の挙手というものは無いということでございます。です
ので、今後はまだちょっとわかないのですが、一応現場確認も二人見ていただ
こうと…私も含めて三人で見るような…。まぁ、都合が付かない場合等がある
と思うのですが、基本的には三人で現場の確認をして、総会にも農業委員、推
進委員も出てもらうという事で今のところ想定しております。ただ、議決権が
あるのは農業委員だけになります。
会　　長　　　三浦委員、よろしいでしょうか。（はい。）
その他、何かございますでしょうか。
事 務 局　　　すみません、一点お話しするのを忘れておりました。先ほど、柴田さんの方
が異動になったという事で、先月だったと思いますが、新しい臨時職員も来て
いただいて皆様にもご報告をしたと思いますが、今までの議事録が…2月から議
事録の更新が出来ておりませんでしたが、一応テープを聞いて議事録の方を臨
時の方で作っていただきました。一応、3月から9月分まで作りましたので、議
事録の署名をお帰りの際に少し寄っていただいて書いていただければと思いま
す。該当される方が、岡田委員、近重委員、小川委員、佐々岡委員、三浦博文
委員、野上委員、玉田委員、垰本委員、徳田委員、岩田委員です。以上の方に
つきましては、議事録の署名をお願いしたいので事務局の方に寄っていただけ
ればと思います。
よろしくお願いします。
会　　長　　　それでは、ご意見等も無いようですので、以上を持ちまして第37回、最後の
農業委員会総会を終わらせていただきます。どうもありがとうございました。
終了　午前10時41分

以上、本日の議事の顛末を記録し、相違ないことを認め署名する。

　　議　　　長
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